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4月平均より17雪1低下

暑熱ストレスの影響を知る その1
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乳牛の中でホルスタインは最も泌乳能力が高い品種であるが、暑熱
ストレスに弱いことが知られている。暑熱ストレス酎性には個体差が
あることから、遺伝的改良が可能である。今月から3自にわたり、暑
熱ストレス耐性の遺伝的改良に向け、これまで、に明らかになっている
知見を紹介する。今月は暑熱ストレスの大きさを表す指標 rTHIJ の基
礎知識と、初回授精受胎率との関係について述べる。（筆者）

環境の遣いが

本来の遺伝的能力を損ねる

海外で評価が高い種雄牛が日本
で活躍しないことがある。その主
な理由は、海外の環境で力を発揮
した種雄牛の娘牛が、日本の環境
に適応できなかったことにある。
環境の違いの一例としては気温、
湿度、日照時間、そして風速な
どが関係する暑熱ストレスが挙げ
られる。

北米の種雄牛は、その多くが
アメリカ北部あるいはカナダの冷
涼な地域に多くの娘牛を持ち、そ
れらの牛群検定記録に基づき遺伝
評価される。このため、北米で高
く評価された種雄牛が日本の温暖

湿潤な環境に適さないというケー

スが発生する。
暑熱ストレスがより大きい国で

は、海外からのホルスタイン種雄
牛を在来牛に交配することで環境
に適した 乳牛を生産している例も
ある。もし、個々の種雄牛の暑熱
ストレス耐性に関する遺伝的能力
の違いが分かれば、暑熱ストレス
が大きい西日本向けの種雄牛と、
比較的冷涼な北海道に適する種雄
牛を使い分けることができるよう
になる。

乳量低下の目安は

THl72から rso～65Jに

乳牛への暑熱ストレスの影響は
従来、湿度50%、気温25℃程度

表 温湿度指数（THI)と気温・湿度の関係
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から表れるといわれてきたが、最
近の研究によか 1日の平均気温
17～ 18℃を超えるとストレスを
感じるようになることが分かつて
きた。このことは、関東や西日本
だけでなく、夏季の東北や北海道
でも暑熱ストレスの影響が小さく
ないことを示している。

乳牛の暑熱ストレス耐性は、一

般に温湿度指数（THI ＝不快指数
とも呼ばれる）を指標として、分
析が行われている。THIは気温と
相対湿度から計算され、気温が
1 0℃でTHI50程度、 15℃でTHI

60程度、20℃でTHI70程度がお
およその目安となる（表）。

暑熱ストレスが表れ始める境目
を関値（しきいち）と呼ぶ。関値
を超えると、 乳牛が暑熱ストレス
を感じるようになり、乳量の低下、
体細胞数の増加などが見られる。

乳量の低下を目安としたときの関
値は、2000年代前半にT印72程
度と報告されたが、その後研究が
進み、最近の多くの研究結果は
THI60～65程度であることを指
摘している。表の網掛け部分は、

（単位：% 、 ℃）
20 22 24 26 28 30 

68 72 76 79 83 87 

69 73 77 81 85 89 

10 74 78 82 86 90 

70 74 79 83 88 92 

71 75 80 84 89 94 



響は、 未経産

牛よりも経産

牛で明らかで

ある。

このように
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そこで、 毎月の牛群検定情報

から得られる乳量の低下量や体細

胞数の増加量を目安として、 以降

の調査を進めることとした。

次号は乳量および体細胞数に対

する暑熱ストレスの影響について

図 授精月に対する受胎率の変化（2産）
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時け部分は、

気温と相対湿度を記録する

気象観測所は少ない

園内における乳牛の暑熱ストレ

ス耐性に関する分析をするに当た

り、 利用できるデータは牛群検定

記録と、 一般に公表されている気

象観測所の記録である。

気象観測所は各地にあるが、 毎

日の気温と相対湿度を記録してい

る観測所はそれほど多くない。 北

海道であれば各振興局内に1、 2

カ所である。

例えば、 十勝総合振興局管内

の気象観測所のうち、 気温と相対

湿度が記録されているのは帯広市

と広尾町の2カ所のみである。

THIを計算するには気温と湿度

の両方が必要であるため、 相対的

に記録の欠損が少ない各県（振興

局）内のlカ所をその地域の代表

地点と定めて分析を進めることに

した。

従って、 ここで使用した気象

記録は、 各県内における酪農家の

標高や地形の違いに関わらず県内

日照時間と風速を加えた

指標で全国を3区分

暑熱ストレスによる受胎率（初

回授精受胎率）の違いを調査する

ため、 THIに日照時間と風速を加

えた指標に基づき、 8月の平均値

によって日本全体を大きく3区分

し、 北 海 道、 都府県東部、 都府

県西部とした。

曲線は2産分娩後の受胎率につ

いて、 4月の受胎率と各月の受胎

率の差を表している。 2産分娩後

の平均受胎率は40%程度である。

各月の受胎率の違いを推定するに

当たり、 雌牛の月齢や交配相手で

ある種雄牛による受胎率への影響

を補正した。8月の受胎率低下は、

北海道でわずかであるが、 都府県

東部で11封、 都府県西部で17釘

だった。 夏季の受胎率低下が非常

に大きく、 暑熱ストレスが大きい

地域ほどその影響が大きいことが

分かる（図）。

な お、 図に示し ていないが、

受胎率に対する暑熱ストレスの影

述べる。
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